
(57)【要約】

【課題】従来の超音波美容器では、超音波発振プローブ

を腹巻等から取り外すことはできないので、他の目的に

使用することはできず、又、超音波発振プローブが防水

型になっていないので、水中に入れて使用することがで

きないという問題があった。

【解決手段】美容器本体１に電源２、操作部３がコント

ローラ部４に接続され、又、コントローラ部４に複数の

発振器５1、５2、・・・、５nが接続され、これらの発

振器５1、５2、・・・、５nにそれぞれケーブル６を介

して超音波発振プローブ７1、７2、・・・、７nが接続

されており、又、これらの超音波発振プローブ７は基盤

７ａに金属ヘッド７ｂが防水モールド７ｃで完全防水さ

れ、又、基盤７ａにの裏面に着脱突起７ｄが装着され、

又、基盤７ａにケーブル６が防水型に装着され、金属ヘ

ッド７ｂの中に超音波振動子８が装着され、超音波振動

子８にケーブル６のリード線６ａ、６ｂが接続されてい

る。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
操 作 部 が 接 続 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ 部 と 、 該 コ ン ト ロ ー ラ 部 に 複 数 の 発 振 器 を 接 続 し た 美 容
器 本 体 と 、 前 記 発 振 器 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 超 音 波 振 動 子 を 内 蔵 し た 金 属 ヘ ッ ド を 表 面 に
突 出 さ せ 、 該 金 属 ヘ ッ ド を 基 盤 に 防 水 モ ー ル ド で 固 着 し 、 前 記 基 盤 の 裏 面 に 着 脱 部 材 を 装
着 し た 完 全 防 水 型 の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ と か ら な り 、 前 記 操 作 部 で 前 記 発 振 器 を 個 別 に 駆
動 し 、 前 記 駆 動 さ れ た 発 振 器 に 接 続 さ れ た 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ で 湯 の 中 に 入 れ て 手 又 は 足
等 を マ ッ サ ー ジ す る こ と を 特 徴 と す る 完 全 防 水 型 超 音 波 美 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
１ つ 又 は 複 数 の 前 記 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ の 着 脱 部 材 を シ ー ト 状 板 の 装 着 部 材 に 装 着 し て 使
用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 完 全 防 水 型 の 超 音 波 美 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
１ つ 又 は 複 数 の 前 記 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 装 着 し た シ ー ト 状 板 を 風 呂 や フ ッ ト バ ス の 中 に
入 れ て 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 完 全 防 水 型 の 超 音 波 美 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 完 全 防 水 型 に し て 湯 の 中 で 美 容 目 的 に 使 用 可 能 に す る 完
全 防 水 型 の 超 音 波 美 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 超 音 波 美 容 器 と し て は 、 複 数 の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 腹 巻 等 に 装 着 し て 、 こ れ ら
複 数 の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ に 発 振 出 力 を 一 度 に 印 加 す る か 、 順 番 に １ つ づ つ 印 加 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 超 音 波 美 容 器 で は 、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 腹 巻 等 か ら 取 り 外 す
こ と は で き な い の で 、 他 の 目 的 に 使 用 す る こ と は で き ず 、 又 、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ が 防 水
型 に な っ て い な い の で 、 水 中 に 入 れ て 使 用 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 し よ う と す る 手 段 】
本 発 明 は 、 操 作 部 が 接 続 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ 部 と 、 該 コ ン ト ロ ー ラ 部 に 複 数 の 発 振 器 を 接
続 し た 美 容 器 本 体 と 、 前 記 発 振 器 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 超 音 波 振 動 子 を 内 蔵 し た 金 属 ヘ ッ
ド を 表 面 に 突 出 さ せ 、 該 金 属 ヘ ッ ド を 基 盤 に 防 水 モ ー ル ド で 固 着 し 、 前 記 基 盤 の 裏 面 に 着
脱 部 材 を 装 着 し た 完 全 防 水 型 の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ と か ら な り 、 前 記 操 作 部 で 前 記 発 振 器
を 個 別 に 駆 動 し 、 前 記 駆 動 さ れ た 発 振 器 に 接 続 さ れ た 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ で 湯 の 中 に 入 れ
て 手 又 は 足 等 を マ ッ サ ー ジ す る す る も の で あ り 、 又 、 １ つ 又 は 複 数 の 前 記 超 音 波 発 振 プ ロ
ー ブ の 着 脱 部 材 を シ ー ト 状 板 の 装 着 部 材 に 装 着 し て 使 用 す る も の で あ り 、 さ ら に 、 １ つ 又
は 複 数 の 前 記 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 装 着 し た シ ー ト 状 板 を 風 呂 や フ ッ ト バ ス の 中 に 入 れ て
使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 で は 、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 完 全 防 水 型 と す る こ と に よ り 、 操 作 部 で 設 定 す る こ と
に よ り 、 適 宜 １ つ 又 は 複 数 の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ に 発 振 出 力 を 印 加 し て 、 １ つ 又 は 複 数 の
超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ か ら 超 音 波 を 発 生 さ せ 、 こ の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 風 呂 の 湯 の 中 に 入
れ て 、 足 で 踏 ん で 適 宜 使 用 す る こ と が で き 、 又 、 シ ー ト 状 板 に 装 着 し て 風 呂 の 湯 中 で 足 や
手 や 腰 に 巻 き 足 や 手 を も み ほ ぐ し た り 、 マ ッ サ ー ジ を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 実 施 例 】
図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 完 全 防 水 型 の 超 音 波 美 容 器 の 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 超 音 波 発 振 プ
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ロ ー ブ の 斜 視 図 、 図 ３ は 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ 断 面 図 で 、 美 容 器 本 体 １ に 電 源 ２ 、 操 作 部 ３
が コ ン ト ロ ー ラ 部 ４ に 接 続 さ れ 、 又 、 コ ン ト ロ ー ラ 部 ４ に 複 数 の 発 振 器 ５ 1、 ５ 2、 ・ ・ ・
、 ５ nが 接 続 さ れ 、 こ れ ら の 発 振 器 ５ 1、 ５ 2、 ・ ・ ・ 、 ５ nに そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル ６ を 介 し て
超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ ７ 1、 ７ 2、 ・ ・ ・ 、 ７ nが 接 続 さ れ て お り 、 又 、 こ れ ら の 超 音 波 発 振
プ ロ ー ブ ７ は 基 盤 ７ ａ に 金 属 ヘ ッ ド ７ ｂ が 防 水 モ ー ル ド ７ ｃ で 完 全 防 水 さ れ 、 又 、 基 盤 ７
ａ に の 裏 面 に 着 脱 突 起 ７ ｄ が 装 着 さ れ 、 又 、 基 盤 ７ ａ に ケ ー ブ ル ６ が 防 水 型 に 装 着 さ れ 、
金 属 ヘ ッ ド ７ ｂ の 中 に 超 音 波 振 動 子 ８ が 装 着 さ れ 、 超 音 波 振 動 子 ８ に ケ ー ブ ル ６ の リ ー ド
線 ６ ａ 、 ６ ｂ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に 構 成 し た 本 実 施 例 の 完 全 防 水 型 の 超 音 波 美 容 器 で は 、 １ つ 又 は 複 数 の 超 音 波 発
振 プ ロ ー ブ ７ を 駆 動 し て 、 こ の 駆 動 さ れ た 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ ７ を 風 呂 の 中 や フ ツ ト バ ス
等 に 入 れ て 、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ ７ を 踏 ん だ り 、 手 で 持 っ て 腹 や 手 又 は 足 に 押 し 付 け て 筋
肉 を 引 き 締 め る よ う に 使 用 す る こ と が で き 、 又 、 顔 の し わ 取 り な ど に 使 用 す る こ と が で き
、 さ ら に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 着 脱 孔 ９ ａ を 設 け た シ ー ト 状 板 ９ に １ つ 又 は 複 数 の 超 音 波
発 振 プ ロ ー ブ ７ 1、 ７ 2を 装 着 す る こ と に よ り 、 こ の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ ７ 1、 ７ 2が 装 着 さ
れ た シ ー ト 状 板 ９ を 風 呂 の 中 又 に 入 れ て 手 や 足 の 筋 肉 を 引 き 締 め る よ う に 使 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 本 実 施 例 で は 、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ ７ は 美 容 器 本 体 １ に 複 数 接 続 さ れ て い る た め 、
複 数 の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 使 用 し て 、 美 容 の た め に 顔 の 肌 を 引 き 締 め た り 、 腹 や 手 足 に
押 し 付 け た り し て 一 度 に 多 く の 部 分 の マ ッ サ ー ジ を す る こ と が で き 、 又 、 上 記 実 施 例 で は
、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ ７ に 着 脱 突 起 ７ ｄ を 装 着 し 、 シ ー ト 状 板 ９ に シ ー ト 状 孔 ９ ａ を 設 け
た 例 を 示 し た が 、 着 脱 部 材 と し て 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） の よ う な も の を 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 完 全 防 水 型 の 超 音 波 美 容 器 で は 、 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 完
全 防 水 型 に す る こ と に よ り 、 風 呂 の 湯 の 中 や フ ツ ト バ ス の 中 で 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を 身 体
の 任 意 の 位 置 に 押 圧 し て 使 用 す る こ と が で き 、 又 、 シ ー ト 状 板 に 装 着 し て 、 手 足 に 巻 い て
足 や 腕 の 筋 肉 を も み ほ ぐ す こ と が で き 、 さ ら に 、 シ ー ト 状 板 を バ ス タ ブ に 敷 い て 、 背 中 等
の マ ッ サ ー ジ を す る こ と が で き 、 さ ら に 、 風 呂 の 中 で 手 に 持 っ て 、 顔 の マ ッ サ ー ジ 等 に 使
用 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 完 全 防 水 型 の 超 音 波 美 容 器 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 超 音 波 美 容 器 の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ を シ ー ト 状 板 に 装 着 し た 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 美 容 器 本 体
２ 　 　 　 　 　 　 電 源
３ 　 　 　 　 　 　 操 作 部
４ 　 　 　 　 　 　 コ ン ト ロ ー ラ 部
５ 1～ ５ n　 　 　 発 振 器
６ 　 　 　 　 　 　 ケ ー ブ ル
７ 1～ ７ n　 　 　 超 音 波 発 振 プ ロ ー ブ
８ 　 　 　 　 　 　 超 音 波 振 動 子
９ 　 　 　 　 　 　 シ ー ト 状 板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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